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要約: 

2011 年夏の電力需要の抑制（節電）が社会的な関心事となっている中で，対策
が困難とされる家庭の節電活動を促進するための施策の 1 つとして「節電教育」
を取り上げる．節電教育の必要性にもかかわらず，多くの学校では実施内容が不

十分なために期待される効果が得られない可能性が高い教育現場の実情と，その

理由を分析し，それらを踏まえて節電教育が広く学校の現場で受け入れられるた

めの方策を検討した．また，我々が実際に節電授業を行う中で得られた知見に基

づき，節電授業を受けた子ども達が，高い節電意識を持って日常生活の中ででき

る節電活動を考え直すと同時に，家族への働きかけを通じて家庭の節電行動促進

につながるための，授業の要件についても検討した． 

                                                      
* Corresponding author. [e-mail: m-waka@criepi.denken.or.jp] 
■この論文は，http://criepi.denken.or.jp/jp/serc/discussion/index.html からダウンロードできます． 
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1. はじめに：2011年夏の電力不足と節電教育 

2011年3月11日に発生した東日本大震災に伴う，東京電力・東北電力の大幅な発電能力の

低下に起因して，電力需要の抑制（節電）が社会的に大きな関心事となっている．経済活

動や国民生活全体への影響を最小限に抑えるためには，家庭での節電は重要な課題だが，

法令等による規制の枠外であるために，各家庭の自発的な取り組みに頼らざるを得ない．

しかし，その取り組みを促進するための具体的な施策は確立しているとは言えない． 

家庭での節電活動の促進がなぜ難しいのか？家庭の節電活動の促進を妨げる第一の要因

は，各家庭の家族構成や生活スタイル，住宅事情や所有する電気機器などによって最適，

あるいは効果的な節電対策が異なるために，一様な対策を打ち出せないことである．そし

て，第二の要因は，「何をしたらどれくらい節電になるのか」や，「いま，それぞれの家

庭でどれくらいのレベルの対策を求められているのか」などの具体的な情報が，一般の

人々にわかりやすい形で提示されていないことである． 

教育の場を活用した節電の啓発は，このような困難を打開する施策の１つとして有望視

されている．それは，小・中学校の授業や夏休みの課題で節電を取り上げて，子ども達に

節電を意識付け，子ども達から保護者への働きかけを通じて，各家庭での節電の取り組み

を促進する狙いがある．実際に，政府は，2011年5月13日付けの電力需給緊急対策本部の

「夏期の電力需給対策について」および「夏期の節電啓発について」の中で，節電教育を

通じて家庭の節電啓発を図る方針を打ちだしている1． 

この施策の具体化措置が，政府によるテキストとチャレンジシート，教師用解説書など

から成る節電教材の提供である．これらの教材は6月半ばに公開され，ホームページ上から

ダウンロードできる2ほか，東京電力・東北電力管内の小・中学校（約16,500校）に対して

は，政府は要望に基づき必要部数を送付した．発表から1週間足らずの間に，およそ2割に

相当する約3,000校から，教材の要請があったとのことである3． 

このほか，東京都は，都内の小・中学校，高等学校等の校長および区市町村教育委員会

の指導事務主管に対し，児童・生徒に対する節電指導の協力要請を全国に先駆けて行った4．

そのための具体策として，都内の公立小・中・高・特別支援学校の児童・生徒約100万人に

対し，今月7～9月を「“がんばろう日本”節電アクション月間」と称して，節電の趣旨や

取組への理解を促すリーフレット，および節電に向けた行動の計画を立ててその行動を振

り返るチェックシートが東京都から配布される5． 

本稿では，政府・自治体のこれらの取り組みが有効に機能し，教育の場を通じて節電の

取り組みが家庭に広まるための課題と方策について，我々が実際に節電授業を行う中で得

                                                      
1 電力需給緊急対策本部（2011/05/13） 
2 経済産業省（2011） 
3 資源エネルギー庁関係者からの聞き取り調査（6/20現在）． 
4 東京都教育庁（2011/04/12） 
5 東京都電力対策緊急プログラム「家庭での節電を促す」
（http://www.metro.tokyo.jp/INET/KEIKAKU/2011/05/70l5r207.htm） 
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た知見を報告する．本稿の構成は以下の通りである．次章では，既往文献および当所が実

施した学校関係者へのインタビュー調査等に基づいて整理した節電教育実施の課題と今夏

の対策として効果的な節電授業のあり方を検討する．第3章では，これらを踏まえて6月に

先行的に実施した節電授業の事例を紹介し，続く第4章ではこれらの体験を通じて我々が学

んだ，節電授業を成功に導くポイントをまとめる．最後に，第5章で，今後の展開について

述べる． 

2. 節電教育実施の課題と方策 

節電のように，家庭生活や社会生活に深く関わりのあるエネルギーの問題を学校教育の

場で取り上げることの重要性は言うまでもない．しかし，その必要性・重要性は十分認識

されていながら，各教科間や学年間の連携が不十分で，断片的な取り扱いに留まるなどの

課題が指摘されている．本章では，まず，エネルギー環境教育の現状とその課題を確認し，

今回の節電教育の取り組みに関して，当所が実施した学校関係者へのインタビュー調査に

基づき，節電教育が普及するための課題を整理する．そして，これらを踏まえ，今夏の対

策として節電教育が効果的に機能するために，配慮すべき点を検討する． 

2.1. エネルギー環境教育の現状と課題 

（財）社会経済生産性本部 エネルギー環境教育センター（2005）は，全国の小・中・高

等学校を対象とするアンケート調査により，調査対象校の9割以上がエネルギー教育を重要

と認識しているにもかかわらず，実施は十分とはいえない学校教育現場の実態を報告して

いる（図1）． 

 

•各教科の取り組み：教科書レベルが7割以上
• （理由）時間的制約（基礎学力の定着が優先される）
• 教材研究を行う時間的余裕がない
• ※インターネットが多く活用されている（全体の7割）

•総合的な学習の時間で取り上げる学校は1割程度
• （理由）相対的な緊急性・優先度が高くない

エネルギー教育の実施が不十分

• （理由）連携体制が整備されていない
• 準備・打合せの時間がとれない

家庭・地域など学校外部との連携不足

 
図 1 エネルギー教育の課題（エネルギー教育検討委員会中間報告書より） 

 

同調査によれば，まず，各教科でのエネルギー教育の取り組みは，7割以上の学校で教科
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書程度の扱いにとどまっている．これは，授業時間が削減される中で基礎学力の定着が優

先され，それ以外の教科に割り当てる時間が限られていることや，教師に教材研究を行う

時間的余裕がないことなどが理由と報告されている．エネルギー問題は，小学校は社会科，

中学・高校では理科で扱うケースが多い．各教科の中でさらに充実させる取り組みを行っ

ている学校は，小学校および高等学校では3割程度だが，中学校では2割弱とやや低くなっ

ている．調査をまとめたエネルギー教育権等委員会は，その背景として，中学校では高校

受験との兼ね合いで「国語・数学・英語」の教科が優先される実情を指摘している． 

次に，総合的な学習の時間で「エネルギー」を学習テーマとして扱う学校は，全体の1割

程度と低い．他方で，「環境」を扱う学校は，小学校が8割弱，中学校が5割強で，「環

境」への関心は高いが，その中でエネルギー問題にまで踏み込めていない状況が見てとれ

る．総合的な学習の時間の学習テーマに「環境」を選択する学校の多くは，具体的な題材

としてごみ問題を取り上げており，エネルギーへの注目度はさほど高くない．つまり，多

くの学習テーマがある中で，エネルギー問題に関する教育が，特別に緊急性・優先度が高

いとは認識されていないため，総合的な学習の時間で取り上げられにくくなっている． 

なお，同調査では，教材研究を行う際の情報の入手先として，インターネットが多く活

用されていることも報告されている．これは，仮に，今年の社会情勢を反映して「節電」

を授業のテーマとして取り上げることが各学校で検討される場合には，インターネットを

通じた情報発信が有効な支援材料となり得ることを示唆するものとして注目される． 

また，同調査から，学校がエネルギー問題に関する教育に取り組む場合に家庭や地域と

の連携があまり行われていないことがわかる．その理由として，「連携体制が整備されて

いない」，「準備や打合せの時間がとれない」，などが挙げられている．小学校では，

「アルミ缶・牛乳パックの回収」，「省エネルギー」などの学習で，保護者会等との連携

を図っている場合があるが，中学校，高等学校と学校段階があがるにつれて家庭との連携

は減る傾向にある．前述の通り，政府・自治体が今夏の対策として協力を要請する節電授

業では，子ども達への節電の意識付けとともに，子ども達が保護者に働きかけることを通

じて家庭での節電への取り組みを促す二次的な効果にも期待している．学校での教育プロ

セスで，家庭との連携を直接に図れれば，さらに高い効果を期待できるため，保護者会と

の連携が比較的可能な小学校での節電教育の実施が有望と考えられる6． 

 

2.2. 学校関係者へのインタビュー 

このような状況の中で，今夏の対策として政府・自治体が各学校に要請する節電教育は，

学校教育の現場でどのように受け取られ，どの程度実施されるのか？政府が教材配布を発

表した6月14日以前に，学校関係者に対して当所が行ったインタビューでは，以下のような

意見が寄せられた（図2）． 

                                                      
6 むろん，中・長期的には，学校段階を問わず家庭との連携を図る体制の整備が必要であろう． 
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図 2 節電教育普及の課題（インタビュー調査での指摘） 

 

まず，教科の内容は学習指導要領に則って決められており，現場の裁量による変更は容

易ではないし，国や自治体からの要請があったとしてもすぐに変更できない，といった実

施上の制約が大きい．また，エネルギー・環境のほかにも福祉，食や健康，職業体験など

多くの学習すべき対象がある．通常，年度開始時点には取り上げる題材や教育対象学年を

確定し準備を進めているので，年度途中での追加や変更は難しい．加えて，授業日程は4月

の段階で確定している上，とくに1学期には学校行事が多いことから，今夏の対策のために

1学期に節電に関する授業を実施することは困難という，日程上の制約がある．さらに，教

育の場で取り上げる必要性や意義を明確にする必要性も指摘された．単に子ども達に行動

を押しつけるだけでは教育とは言えないので，学校教育現場に受け入れられないだろう，

というのである． 

 

2.3. 教育現場で受け入れられるためには 

こうした実情を踏まえて，当所では，節電教育が広く学校の教育現場で受け入れられる

ための必要事項を検討した． 

実施上の制約については，前述の通り，教科の発展的な学習としてエネルギー問題を取

り上げる場合，小学校では社会科，中学・高校では理科で扱われることが多い．このほか，

教科横断的な課題を取り扱う総合的な学習の時間で学ぶ内容としても位置づけることが可

能である．節電授業を実施する場合に，いずれの教科で取り上げるかは，各学校の判断に

よるが，授業の実施にあたっては，教科内容に関する学習指導要領の縛りのある単科の授

業より，教科横断的な課題を扱う総合的な学習の時間を活用する方が，制約が少ないと考

えられる．ただし，総合的な学習の時間を活用する場合には，学習の目標を明確にすると

ともに，具体的な教材を作り，どのような授業を行うのかを示すことが望ましい． 

また，日程上の制約については，厳しい授業日程の制約の中で節電を取り上げてもらう
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ためには，まずは教える側の教員にその必要性を認識してもらい，かつ，興味を持っても

らうことが不可欠である． 

さらに，その他の留意事項として，単にこの夏の家庭での節電行動に結びつけるという

短期的視点からだけではなく，エネルギー・環境教育の一環として児童・生徒が何を学び，

何を習得するかという長期的視点から，節電教育の意義を明確に示し，教育現場の理解を

求める必要がある．この点については，最近の教育の流れである，「持続可能な社会作り

に向けた学習（ESD7）」の実践につながる授業を目指すことが考えられる．従来の環境教

育は，問題を「知る」，あるいは「理解する」ことが中心だったが，ここ10年ほどの間に，

教育現場では，問題解決の手法を学び，主体的に取り組む意欲を持たせる教育への取り組

みが行われるようになった8．ESDとは，このような教育の実践である． 

そのような条件を備えた節電教育とはどのようなものかを具体的に知るには，実際に授

業を行い，その経験に基づいて検討することが重要と考え，活動を開始した．現場の先生

との協働で，まずは教材の作り込みからスタートし，それを活用した節電授業を当所職員

が講師となって先行的に実施して，その様子を事例としてできるだけ多くの小・中学校の

先生方に示すことにした．また，その中で得られた知見の社会への提供が，政府・自治体

が取り組む節電教育の一助となればとの思いもあった． 

3. 節電授業のデザインと小・中学校における事例 

本章では，当所がこの夏に先行的に実施した節電授業を紹介する．実施した授業は，1～

2授業時間の指導コースで実施するもの（年間指導計画に位置づけられないこうした授業の

ことを，教育用語で「投げ込み単元」と呼ぶ）と，総合的な学習の時間の学習テーマとし

て「節電」を取り上げ，複数授業時間の指導コースで実施するものとに大別できる．前者

は，当所職員が講師として出前授業を行う形式で，6月中に中学校2校，小学校1校でそれぞ

れ1学年（3～5クラス）を対象に実施した．後者は，ある小学校の担任の先生の協力の下で，

総合的な学習の時間の中で節電への取り組みを切り口とする環境問題の学習として，1学級

で今年度に授業を展開している．以下，それぞれについて紹介する． 

3.1. 投げ込み単元での節電授業その 1：中学生向け 

（1） 授業のデザイン 

中学校の授業では，なぜ，この夏に節電が必要なのか？という社会的な背景と，いつ，

どのくらいの節電が必要なのか，そのためにはどういった対策が有効か，を説明した．た

だし，具体的にすべきことは，生徒自身が考え，気づくことが大切と考えて，あえて紹介

しなかった． 

その代わり，①現在，家の中でいつ，どのような電気製品によって，どれくらいの電気

                                                      
7 Education for Sustainable Developmentの略称． 
8 東京都小中学校環境教育研究会平成22年度活動報告（2011）などを参照． 



 

- 6 - 

Copyright 2011 CRIEPI. All rights reserved.

が使われているかを調べる，②何をすればどれくらいの節電になるのかといった情報を集

める，③節電のための行動計画を立て，④実際に行動してみて，⑤その効果をワットチェ

ッカーや電気メーターなどを使って確かめる，そして再び⑥行動計画を見直す…という，

節電の進め方を紹介した．これは，省エネの進んだ工場などで実践されている，Plan（計

画），Do（実行），Check（評価），Act（改善）という省エネの PDCA サイクルをそのま

ま家庭版に焼き直したものである．そして，授業後に，この PDCA サイクルに沿って「我

が家の節電計画」を作成する課題を出した． 

 

 
図 3 中学生向け教材の例：一日の電気使用量の変化を考えてみよう 

 

このような実践的な課題は，中学生には難しいかもしれないが，あえてチャレンジング

な内容にした．これは，エアコンの温度設定を28℃にする，冷蔵庫の設定を「中」にして

なるべく開閉しない，などの節電対策メニューを単に知識として教えても，実践にはつな

がらないと考えたからである．課題への取り組みを通して，エアコンを28℃設定にして不

快と感じないためにはどんな工夫をすればいいか，冷蔵庫の開閉を減らすにはどうしたら

いいかなど，生徒達が，できれば家族と一緒に話し合い，様々な創意と工夫を重ねること

で，教育としての意味が生まれることを期待している． 

 

（2） 実施事例 

2校の中学校にご協力いただいて，6月の上旬および下旬に，それぞれ節電授業を実施し

た．1校は2年生3クラスの理科の発展的学習として，もう1校は1年生5クラスの総合的な学

習の時間を活用して実施させていただいた．実施した科目は異なるが，同一の教材を用い

ておおむね同じ内容の30分の講演と，課題の説明をあわせて1授業時間で実施した9． 

講演では，今年の夏，なぜ節電が必要になるのかという背景と，今夏の節電が従来の省

                                                      
9 総合的学習の時間を活用した学校では，さらにプラスαの時間をいただき，手回し発電機による発電体験などを織り
まぜた授業を行った． 



 

- 7 - 

Copyright 2011 CRIEPI. All rights reserved.

エネと異なる3つのポイント（時間をずらす，他のエネルギーへの代替，少しの「我慢」）

の説明，および家庭での電気の使用量と具体的な家電製品の例示などを行った（巻末の教

材を参照）． 

生徒が自ら「学び，考え，確かめる」仕掛けは授業後の課題に用意されていたが，高度

な内容を含む課題を短時間で説明したために，一部の生徒には十分に理解されなかった部

分も見受けられた．しかし，授業の後，ワットチェッカーで自分の家の家電の電力使用量

を調べてみたいと申し出たり，レポートの中で「ぐるぐるカウント法10」を用いて実際の

使用量を計測したりする生徒も現れるなど，節電への意識付けに一定の効果があったとみ

られる． 

3.2. 投げ込み単元での節電授業その 2：小学生向け 

（1） 授業のデザイン 

小学校での授業用教材は，全国小中学校環境教育研究会に監修をお願いした．中学生と

は異なり，小学生は電気に関連する内容を学習していないので，ワットやワット時などの

電気関連の単位を教材や説明に含めることができない．しかし，社会状況をある程度把握

できる高学年であれば，この夏に節電が必要とされる背景を理解できるはずである．また， 

15％という節電目標を設定する際に，消費電力を電球などの具体的機器の数で量的に示す

ことにより，その数を数え，そのうちの15％はどれくらいか，それを減らすには何をすれ

ばよいのかを具体的に考えることができる．そして，これらを自分の生活に置き換え，実

践につなげることが可能だろう． 

 

                                                      
10 緊急節電ホームページ（http://kinkyusetsuden.jp/pdf/meterelectricity.pdf）やシステム技術研究所のホームページ
（http://www.systemken.com/html/energy-2.html）などで紹介されている，電力量計を使って家庭内の電力使用量を計測
する方法．今回の中学生向け節電授業では，これを「ぐるぐるカウント法」と名付けて，節電効果を知る方法として

紹介した． 
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● 白熱電球1つ分（100Wあるいは100Wより小さい） 横一マス：15分

場所 電気製品名 ●

  かん気せん 1/4 ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　照明（天井・流し台） 1/2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　電気ポット　保温 1/2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　せん風機 3/4 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　照明（スタンド型） 1/2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　照明（天井） 1 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

台所

３時～４時 ４時～５時 ５時～６時

10

６時～７時 ７時～８時 ８時～９時

12

　冷蔵庫 3

リビング

９時～10時

　エアコン 5

すいはん器

エアコン

炊飯中

保温中

 

 

 
図 4 小学生向け教材の例：いつ，何で電気の使用を減らせるか考えよう！ 

 

（2） 実施事例 

6月下旬，小学校1校にご協力いただいて，節電授業を実施した．5年生3クラスを対象と

した，総合的な学習の時間を活用しての実施だった．実施に先立ち，各クラスの算数の時

間にパーセントの計算を学習してもらい，それと関連づける形で総合的な学習の時間2時間

を節電授業に割いていただいた． 

1時間目の前半は，まず児童に節電の必要性を理解してもらうため，スライドを用いて今

夏の節電の社会的な背景や意義を15～20分ほどで説明した．節電の意義として，皆がこの

夏に15％の節電に取り組めば，計画停電を回避できるとともに，被災地である東北地方へ

余剰電力を送ることができることを述べた（巻末教材を参照）．児童達は，ほとんどの家

庭で3月に計画節電を体験していたことから，「停電で困ること」の具体的なイメージを持

っており，質問にも元気よく，手を挙げて回答してくれた． 

1時間目後半は，モデル家庭における電気の使用状況を電球の数で示したワークシート

（図4）を使い，このうちの15％はどれくらいか，それを減らすにはどうしたらいいかを検

討した．まず一人で自分の「マイ・ベスト節電計画」を考えたのち，4～5人のグループに

分かれてグループの「ベスト節電計画」を話し合った． 

2時間目には，グループの「ベスト節電計画」の発表とクラスでの話し合いを行った．こ

のように，個人→4～5人のグループ→クラスと少しずつ集団の単位をあげていくことで，

より意見が出やすくなるという11．また，クラス全体で検討することで，個人やグループ

で検討するより，さらによいアイディアが生まれ，節電に関する理解を深められる． 

                                                      
11 これは，実施校の先生の発案である．授業では，実施校の先生の主導で，児童達の議論が活性化した． 
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図 5 節電授業の様子（小学校の実施事例） 

 

3.3. 年間指導計画に基づく節電授業 

前節までは，年間指導計画によらず，投げ込み単元の1～2授業時間で実施する節電授業

の事例を紹介した．本節では，総合的な学習の時間の年間指導計画の中で「節電」を取り

上げ，複数回の授業で指導する節電授業の事例を紹介する． 

総合的な学習の時間の標準的な授業時間数は，学校教育法の施行規則により定められて

いる．例えば小学校3～6学年では年間70授業時間である12．一般的には，年度開始に先立

ち，学校あるいは学年，学級の単位でテーマを決めて準備を進め，年間の指導計画に基づ

いて各学期に配分した授業時間数で授業を展開する．このため，今夏の節電対策のように，

夏の前すなわち1学期に，集中的に授業を展開することは難しい場合が多い． 

しかし，関東のある公立小学校では，担任の先生の裁量で総合的な学習の時間の授業時

間の配分を決められるため，1学期に集中的に授業を展開することで，この夏の節電を意識

付けるために必要な時間を確保できた．以下で紹介するのは，この学校の第4学年の担任の

先生のご協力の下で実現した，ある学級の節電授業計画である． 

 

（1） 年間を通じた指導デザイン 

表1は，この学級が一年間をかけて取り組む，総合的な学習の時間の指導計画（案）であ

る．表の中で，節電の必要性について学ぶ導入部の「1）ふれる」，日々使っている電気に

ついて学ぶ「2）つかむ」，および「3）探求する」の一部「『節電プロジェクト』を作ろ

う」までが，夏休み前に取り組む内容となる． 

授業時間としては，総合的な学習の時間に割り当てられている年間70授業時間のほか，

他教科との連携として理科の光電池実験を取り入れたり，家庭での家電製品の使い方調べ

                                                      
12 学校教育法施行規則第51条，別表第一より． 
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や，電気の種類分け13の課題を課外活動として取り入れたりする工夫がされている． 

 

表 1 総合的な学習の時間における年間指導計画（案） 

活動名と活動内容(活動時間)   時数 

１) ふれる：「どうして『節電』しなくちゃいけないの？」 7 

光電池を使って、電気を作ってみよう。(理 2) 

手回し発電機を使って、電気を作ってみよう。(2) 

どうして「節電」が必要なのだろう？(1) 

専門家の方に、なぜ「節電」が必要なのかを教えてもらおう。(1※) 

「節電」しないとどうなるの？停電シミュレーション(2) 

だから「節電」が必要だ！(1) 

２) つかむ：「毎日使う電気はどのくらい？」 7 

学校ではどんなところで電気が使われているの？(1) 

家ではどんなところで電気が使われているの？(1+課外) 

使っている電気を種類分けしよう。(1+課外) 

待機電力って何だろう？待機電力調べ(2) 

電力消費対決！どっちが節電？(2) 

３) 探究する：「いざ節電！」 38 

「節電プロジェクト」を作ろう(8) 

「節電貯金通帳」で節電チェック(1+夏休み課題) 

自分のプロジェクト成果発表会(2) 

みんなで貯めた「節電貯金」はどのくらい？(2) 

夏が終わったら「節電」はしなくていいの？(2) 

「節電」の本当の理由はなんだろう？ 

４) まとめ・生かす：「節電プロジェクトを広めよう」 18 

「節電」を続ける大切さをまとめよう。(6) 

まとめたことを学校のみんなに広めよう。(4) 

作文を書こう。(4) 

これまでの学びをお家の人に伝えよう。(4) 

※当所職員がゲストティーチャーとして講演した授業（6月下旬に実施）． 

 
（2） 実施事例 

年間計画の3授業時間目に「節電の必要性について専門家（ゲストティーチャー）から話

を聞く」という内容の授業があり（表1の赤字部分），6月下旬に当所職員が節電の必要性

や意義を説明した．この授業は，ゲストティーチャー（当所職員）の講演，および手回し

発電機を使った発電体験などを通し，児童が節電の必要性を認識し，節電への意欲を持つ

ことが目的である（詳細は巻末付録 Cを参照）． 

授業前日はとても暑い日だったが，節電について学びはじめた児童達は，教室のエアコ

ンを使うか，使わずに我慢すべきかを，先生と話し合ったそうである．その成果もあって

か，皆，自分たちの生活に深く関わることとして真剣に聞いてくれた．今後の学習で児童

達がどんな発見をしてくれるのか，大変興味深い． 

                                                      
13 電源を常に入れておかなければならない，使用時をずらすことができる，使用時以外は電源を切るべき，などの種類
ごとに分けること．4.3節 表2を参照． 
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3.4. 「緊急節電」からの情報発信 

節電授業の様子は，東京大学 エネルギー工学連携研究センターの岩船由美子准教授のご

協力を得て，同準教授の研究室が運営する節電情報サイト「緊急節電」で紹介されている

(kinkyusetsuden.jp)．授業で使用した教材もここから直接ダウンロードできるので，興味を

持たれた先生方には是非アクセスしていただきたいと考えている．また，節電授業の課題

で児童・生徒達が考案した節電のアイディアも，このサイトで紹介している．夏の間，児

童・生徒が実践する節電活動とその結果も，この夏を終えた後に同サイトから紹介してい

きたいと考えている． 

 

 
図 6 節電情報ポータルサイト「緊急節電」からの情報発信 
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4. 節電授業を成功に導くために 

今回の節電授業の目的は，児童・生徒が今夏の節電の必要性を認識し，自分たちの日常

生活で実践可能な節電を考えるきっかけを与えるとともに，家族への働きかけを通じて家

庭での節電行動の促進を図ることである．この目的を達成するためには，適切な教材の開

発と授業の進め方のノウハウ，および授業の中で児童・生徒が自ら学び，考え，確かめる

体験を取り入れることが重要となる．本章では，我々が実際の授業を通じて学んだことか

ら，授業の成功に不可欠な要件をまとめる． 

4.1. 教材開発における注意点 

開発する教材は対象学年を明確にして，その学年の学習段階にあわせた内容とする必要

がある．例えば，中学生を対象とする場合，ワットチェッカーなどで機器ごとの消費電力

を測り，その使用時間から電力量を計算する教材とすることで，節電対策をより現実に即

した問題として捉えることが可能だろう． 

他方で，電気に関する学習をしていない小学生には，ワットやワット時などの単位の代

わりに，消費電力を電球などの具体的機器の数で量的に示すなどの工夫で，節電対策を考

える授業が可能である．本稿では，小学生用教材として，節電が必要となる社会的背景や

15％という量的把握が可能な高学年を対象とした内容を紹介した．ただし，同じ小学生で

も低学年・中学年では学習段階・理解水準が異なるので，それぞれに適した教材作りが必

要だろう． 

4.2. 授業の進め方の工夫 

単に30分の講演を聞くだけでは，児童・生徒達の印象に残らず，節電行動を促す十分な

効果は得られないだろう．節電授業の学習効果を高めるためには，質のよい教材に加えて，

それを用いた授業の進め方にも工夫が必要である．例えば，子ども達に質問をして考えさ

せたり，ドライヤーや電球で消費電力を測ってみせたりという具合に，授業の中に「変

化」をつけると，児童・生徒の関心を引き寄せられる．学習効果が高い授業を行うには，

授業の目的とねらいを明確にした上で，授業時間の配分と展開を事前に十分に検討し，授

業の流れをイメージした計画を立てておく必要がある． 

例えば，小学校の授業で取り入れたグループでのディスカッションの方法として，いき

なりクラスで話し合うのではなく，まずは自分で考え，次に4～5人の少人数のグループで

議論した後に，クラスでの議論へと発展させた．こうすることで，子ども達の意見がより

出やすく，活発な議論を誘導できた．また，授業の中でも，学校の先生の巧みな主導によ

って，児童達の活発な議論を引き出すことができたと思う． 

通常，小・中学校では，「学習指導案」と呼ばれる授業計画に沿って授業が進められる．

今回，小学生向け節電授業では，授業の目標やねらい，授業時間の展開をタイムテーブル

で示した「学習指導案」を用意して，実施校の先生との間で事前に授業イメージの共有を
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図った（巻末の付録 B-4を参照）．これは，授業の学習効果を高める上で非常に有益だっ

たと思う．さらに，「学習指導案」は，学校の先生にとって，授業のイメージが伝わりや

すいので，我々が実施した節電授業のアイディアを他校で活用していただくための情報提

供の媒体としても有用と考えられる． 

4.3. 体験を取り入れることの重要性 

電気を無駄に使っていると自覚する人はいないだろう．皆，必要だから使っているのだ．

しかし，実際に行動を細かく見直していくと意外な無駄があったり，無駄ではなくても，

工夫により使用量を減らせたりする．そのような「気づき」に結びつけることが，節電の

第一歩である．そして，学校教育を通じてその気づきを子ども達に与えようというのが，

今回の「節電授業」である．そのためには，単に知識を与えて節電行動を押しつけるので

はなく，「なぜ，いつ，どのくらい足りないのか，どうすれば節電できるのか？」を考え

るヒントを与え，実際に考える体験を授業の中に取り入れることが，非常に重要だと感じ

た． 

3.2節で紹介した小学校の授業では，モデル家庭の節電計画について，授業の中で児童が

主体的に考え，クラスでの議論を通してさらに深く考えるきっかけを与えることができた．

このように，単に「知る，理解する」だけではなく，児童・生徒が自ら「学び，考え，確

かめる」ことで，より理解が深まり，家庭での節電の実践につながる効果も期待できる． 

これに対して，3.1節で紹介した中学校の授業では，授業時間内では節電の必要性や家庭

での節電ノウハウを「知る，理解する」ことが中心で，授業後の課題に取り組んで初めて，

生徒が自ら「学び，考え，確かめる」ことができる内容となっていた．これでは，生徒に

放課後の時間がない，あるいは課題の説明が十分でなく，理解できないなどの理由で，授

業後の課題に取り組めなかった場合，節電の実践につながる効果が薄れてしまう． 

3.1節および3.2節で紹介した小・中学校での授業もそうであるように，厳しい授業日程を

考慮すると，投げ込み単元の授業では1～2授業時間を割くのが精一杯だろう．このため，

授業が知識の詰め込みとなりがちである．限られた授業時間で体験を取り入れるためには，

小学校での授業のように，学習内容を絞る必要がある．小学校ではモデル家庭の節電計画

を考えたが，そのほかにも，様々な授業のアイディアが考えられる（表2）． 

節電授業のアイディアのうち，表2の上部3つを「3色方式」と名付けた．これらは，扱う

題材はそれぞれ異なるが，いずれも使う電気の特性ごとに，使用し続ける必要のあるもの

を赤，ピーク時や需給の逼迫時には使用を控えられるものを黄色，使用を止めたり時間を

ずらしたりできるものを青，という具合に種類分けする授業のアイディアで，3.3節で紹介

した節電授業の中でも活用された．電気の使用方法の種類分けという具体的な作業を通じ

て，電気には，使用を控えたり，時間をずらしたりできるものと，それが難しいものとが

あることを学び，今年の夏の対策として，（青）の家電の節電対策を徹底させること，需

給逼迫時には（黄色）の対応を意識づけることができる． 

また，表2の下部2つを「実験型」と名付けた．例えば「冷蔵庫の開閉回数を減らす」，
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「エアコンを28度設定にする」などのいわゆる「対策メニュー」は，政府広報やメディア

を通じて周知が図られており，すでに節電対策の知識はかなり定着している．しかし，児

童・生徒に限らず，大人にとっても，それらが節電につながることはわかっていても，実

践するための具体的な方法がわからないのが実態ではないだろうか．何を工夫すれば冷蔵

庫の開閉回数を減らせるのか，や，エアコンの設定を28度にしたら何が変わるのかを，実

際の体験を通じて学習し，それぞれの使い方でどんな工夫ができるのかを具体的に考える

のが，実験型授業のアイディアである． 

これらは，知識を獲得する，問題を理解するという従来型教育ではなく，児童・生徒が

実際に手を動かし，自宅での電気の使われ方を調べ，どうしたらそれを削れるかを家族と

一緒に考えて実践する，実践した結果を調べてさらに考える…，という仕組みを教材の中

に具現化している．自ら「考え，学び，確かめる」という，新しい形の環境教育の実践と

いえるだろう．この一連の取り組みが，この夏だけに終わらず，これまでの生活スタイル

の見直しにつながるなど，子ども達の今後の環境学習への発展にも期待したい． 

 

表 2 節電授業の様々なアイディア 

テーマ 対象 方法 

待機電力

を減らそう 

家電製

品全般 

３

色

方

式

待機電力を減らすことができる家電製品を探す，使用する家電製品のプラグに

シールを貼っていく，抜いてはいけないものを赤，緊急時には抜いても構わない

ものを黄色，差しっぱなしにしてはいけないものに青のシールを貼る，何色がいく

つあるか，それはどんな家電か，話し合う．⇒青のプラグが差しっぱなしになって

いたら必ず抜こう． 

学校内でも

実施可 

「灯り」で

節電しよう 
照明 

照明で減らせるところを探す，照明のスイッチにシールを貼っていく，いつも灯し

ておきたいところを赤，消してもよいところを黄色，使用しないときは必ず消すとこ

ろに青のシールを貼る，何色がいくつあるか，それはどんなどころのスイッチか，

話し合う．⇒青の灯りがつけっぱなしになっていたら必ず消そう． 

学校内でも

実施可 

ピーク時間

の使用を

減らそう 

家電製

品全般 

17 時～20 時の使用を控えることで減らせるところを探す，当該時間帯に使用し

ている家電製品にシールを貼っていく，その時間に使いたい（使用を控えたり，

ほかの時間にずらすことができない）ものを赤，緊急時には使用を控えられるも

のを黄色，使用を止めたり，時間をずらしたりできるものに青のシールを貼る．何

色がいくつあるか，それはどんな家電かを家族で話し合う．⇒青の家電は時間

帯をずらして使おう． 

 

「冷蔵庫」

で節電しよ

う 

冷蔵庫 

実

験

型

冷蔵庫を開ける回数を減らすための気づきを与える，家族のそれぞれが一日

（半日）に何回開けるか調べてみよう．⇒回数を減らすにはどうしたらよいか考

え，実行してみよう． 
 

「エアコン」

で節電しよ

う 

空調 

エアコンの使い方を工夫するための気づきを与える．普段の温度設定を調べ，

28 度に上げた時に何が違うのかを実際に体験してみる．また，家族がどう感じた

か，感想をきいてみる．扇風機や団扇を使うと何か変わるか，（冷たいペットボト

ルを扇風機の前においてみる？）など，対照実験をして違いを話し合う．⇒家で

はどんな使い方できるかを話し合おう． 

学校内でも

実施可 

 

4.4. 実施校の先生との連携 

児童・生徒の学習段階に適した教材を開発し，効果的な授業を実施する上で，現場の先

生との連携が重要な役割を果たした． 
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例えば，教材開発では，それぞれの実施校の先生方に，事前に教材に目を通し，教材の

内容および教材で用いられている語句が，小・中学生が理解する上で適切かどうかを確認

していただいた．その中で，中学生の課題として考えていた節電計画レポートでは，生徒

が無理なく課題に取り組めるよう，作業手順の通りに並べた上で，上級編となる作業には，

難しければスキップして次に進むようガイドを付けるべき，といった助言をいただいた．

授業で日頃から児童・生徒に接している先生の目から教材を見直し，児童・生徒がつまず

きやすいポイントや，スムーズな理解につなげる改善策を示していただけたことは，教材

を作成する上で，大変，有意義だった． 

また，児童・生徒の関心を引き寄せる授業の進め方の工夫や，児童・生徒が自ら学び，

考え，確かめる体験型の授業の組み立てにおいても，現場の先生の指導・助言を仰いだ部

分が多い． 

5. 今後の展開 

学校教育の場を通じた節電の啓発が，家庭での節電にどの程度効果があったかは，今後，

検証していかなければならない．しかし，少なくとも授業を受けた児童・生徒への節電の

意識付けや，短期的な行動の見直しには，ある程度の効果があったものと考えられる．ま

た，同様のコンセプトで，省エネの手法を学ぶ体験型の環境教育の事例（地球循環研究所

（2003），山口ほか（2006））でも，子ども達の意識や家庭での実際の電気の使用量に変

化があったことが報告されている．今後は，節電あるいは省エネを学習テーマに取り扱う

授業の事例を集めて，どのような方法が効果的だったのか，成功要因を検討するとともに，

より一般的な授業デザインの提案につなげることが必要だろう． 

また，2章で検討したように，環境教育の中で「省エネ」が扱われにくいという課題につ

いても，解決策の検討が必要である．さらには，学校教育での取り組みが，家庭での節電

あるいは省エネにつながっていくためには，現状では不十分と認識されている，家庭との

連携を深めていく取り組みも重要だろう．とくに，現状では，中学校・高等学校と，学校

段階があがるとともに，家庭との連携が薄まると指摘されているが，他方で，生徒の居

住・活動の範囲は，学校段階が高くなるほど，拡大する．すなわち，学校教育の影響の及

ぶ範囲は，小学校よりも中学校，さらには高等学校へと，学校段階があがるほど，大きく

なるので，この段階で家庭との連携を有効に機能させれば，さらに大きな効果が期待でき

る． 

今後は，こうした現状の課題と可能性を考慮しながら，節電・省エネ教育がより有効に

機能するための施策を検討していきたい． 
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付録目次 

 （教材は 各項目下の URL からダウンロードすることができます） 

 

付録 A：中学生用（対象学年：中学校１～２年生） 

・A-1 授業用教材（パワーポイントスライド） 
http://kinkyusetsuden.jp/pdf/material_jh.pdf 
 

・A-2 我が家の節電計画レポート用紙 
  http://kinkyusetsuden.jp/pdf/report_plan_jh.pdf 
 
・A-3 我が家の節電計画作成マニュアル 
  http://kinkyusetsuden.jp/pdf/manual_plan_jh.pdf 
 
・A-4 我が家の節電実践レポート用紙 
  http://kinkyusetsuden.jp/pdf/report_result_jh.pdf 
 
 
付録 B：小学生用（対象学年：小学校５～６年生） 

・B-1 授業用教材（パワーポイントスライド） 
  http://kinkyusetsuden.jp/pdf/material_el.pdf 
 
・B-2 わが家の節電ワークシート 
  http://kinkyusetsuden.jp/pdf/worksheet_el.pdf 
 
・B-3 おうちで節電計画 
   
・B-4 小学校における節電に関する授業計画 

http://kinkyusetsuden.jp/pdf/teachingplan_el.pdf 
 

付録 C：年間を通じた節電教育の試み（対象学年：小学校４年生） 

・C-1 授業指導計画書 
  http://kinkyusetsuden.jp/pdf/teachingplan_el_s01.pdf 
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